
ダイバーシティ豊かな環境での議論が、
真の実学に結び付く。
経営学部教授　田中 健吾
担当科目 ▶組織行動心理学特論

もう一つ上のキャリアを目指したいという中堅・若手社員、経営判断の確

かさを経営学の観点から見極めたいという経営者、税理士志望者、中小

企業診断士、留学生や大学新卒者など、職種も年齢層も多様な者が集ま

るダイバーシティ豊かな環境が本研究科の特徴です。自身の経験がケー

ススタディとなり、各自の視点の違いが議論されるなど、学生同士、それぞ

れのキャリアを生かした学び合いが展開されることは、私の専門分野であ

る組織心理学の観点からもキャリア発達に好影響を及ぼすと考えられま

す。「体系立てて専門知識を学ぶことで、バラバラの点に過ぎなかった知

識が互いにつながって線になり、実務や経営に対する視点や取り組みを

再考するチャンスになった」多くの方がこんな感想を持っています。大学

院は学術研究の場というだけでなく、高度なスキルを持った専門職業人を

目指したり、社会に出た人が必要な知識やスキルを学び直す場でもありま

す。仕事や関心に直結する実学的研究ができる環境で存分に論議し、あ

なたの目指す目標を実現して下さい。

法的理論を根拠に判断や意思決定が
できるビジネスパーソンへ。
経営学部教授 池島 真策
担当科目 ▶会社法

ビジネスには、「経営」と「法」の二つの車輪が欠かせません。企業はこの

両輪をバランスよく走らせることで、ビジネス社会をまっすぐ進むことがで

きます。本研究科は、知的財産法、国際租税法、不動産法など、ビジネス

に関わる「法」を幅広く、体系的に学べる点が特徴です。私が担当する「会

社法」も、経営者や税理士はもちろんのこと、あらゆるビジネスパーソンに

有益な知識。講義では、会社法とその理論構成への理解を深め、該当事

例などを検討します。受講生には「こうした場面において経営者は法的に

どのような選択ができるのか」「この判例をどう捉えるか、その根拠は何

か」といった討論を通じて、会社法の理論や理念を体得してもらいます。こ

こで学ぶのは、いわば“長く使える考え方“。法の諸制度は社会の変化に

応じて改正されますが、理論を体系的にしっかりと理解することで、実務

で課題に直面した際も、基本に立ち返って正しい判断をすることが可能

です。社会人学生の方も多いので、自身の業務や関心のある分野を起点

に、本研究科で専門性を高めて欲しいですね。

教員一覧 ■担当科目 ／ □研究テーマ

■経営学概論
□エクセレント・カンパニーにおけるガバナ
ンス（規律）とマネジメントの研究。

▲

井形 浩治

■財務会計特論
□英国の会社における会計制度。非財務
情報と財務情報との関係性を報告する
新たな会計報告制度。

▲
沖野 光二

■独占禁止法・競争政策
□主に日米の独占禁止法による垂直的
取引制限に対する規制について。

▲

栗城 利明

■民法Ⅰ（総則）、民法Ⅱ（契約法）
□民法の基礎理論的な研究、
とりわけ契約に関する法理論の研究。

▲

黒田 尚樹

■組織間関係特論
□提携などの企業間関係と、知識の横展
開などの企業内拠点間関係の構築と
マネジメントに関する研究。

▲

高 瑞紅

■所得税法、法人税法
□租税法と私法との関係理論の研究。
租税法における税源配賦の理論と
評価規準に関する欧米比較法政策学
的研究。

▲

古賀 敬作

■専門日本語表現
□アカデミック・ライティングの技法と
教授法に関する研究。

▲

辻 晶子

■経営管理特論
□「学習」をキーワードにリーダーシップ、
キャリア、組織変革を理論・実証
両面から研究。

▲

戸田 信聡

■リーダーシップ特論
□質問紙調査や行動科学実験を用いた
産業・組織心理学的課題の把握と改
善に関するアクション・リサーチ。

▲

高原 龍二

■ビジネス法
□国際商事仲裁・訴訟とレークス・メルカ
トーリアの形成。フランス法、EU法。

▲

越智 幹仁

■組織行動心理学特論
□企業従業員の対人コミュニケーションと
職業性ストレスに関する心理学的研究。

▲

田中 健吾

■経営倫理
□倫理学、特に人間の尊厳、道徳感情、
刑罰、ハラスメントに関する研究。

▲

中村 信隆

■経営戦略特論Ⅱ、コンサルティング特論
□戦略、イノベーションを基点にベンチャー
企業の創造から成長そして再生を研究。

▲

吉野 忠男

■人的資源管理特論
□人的資源管理における企業の社会的
責任に関する労働CSR研究。

▲

矢野 良太

■経済学概論
□経済理論（ゲーム理論・組織の経済学）
に基づいた企業の組織構造や賃金形
態などの分析。

▲

村本 顕理

■消費税法
□納税者の権利保護の観点から、課税
物件の認識論、租税確定徴収手続を
研究。

▲

山本 直毅

■刑事法
□現代型犯罪の刑事規制に関する研究。

▲

四條 北斗

■会社法
□会社の開示制度や企業の価値に関す
る法的問題について研究。また、会社
のガバナンスや内部統制にも、興味を
持っている。

▲

池島 真策

■マーケティングリサーチ特論
□マーケティング・リサーチ手法の特性研
究と開発、他者予測と市場予測、他。

▲

芳賀 麻誉美

■民法Ⅱ（物権法）
□不動産証券化等を中心とした不動産
法及び信認関係における受認者の
義務。

▲
橋谷 聡一

■経営戦略特論Ⅰ
□ゲーム理論や契約理論を用いて現代
企業の分社化戦略を理論的実証的に
研究。

▲

林田 修

■ビジネス英語
□英国の作家D.H.ロレンスについて、他
者表象と文化研究の視点からの研究。

▲

福田 圭三

■流通特論
□流通企業のデジタル・トランスフォーメー
ションに関する研究。

▲

白 寅秀

■国際会計特論
□国際会計基準や各国の会計の動向を
調べ、日本の会計が抱える問題を考
える。

▲

本田 良巳

■知的財産法
□知的財産法、特に商標法の諸問題に
関する研究。

▲

眞島 宏明

■マーケティング特論
□顧客志向を重視した持続可能なマーケ
ティングの取り組みやベストプラクティス
を理論的実証的に研究。

▲

マルチュケ ダービッド

■民法Ⅳ（損害賠償法）
□不法行為法。特に人身損害論及び監
督者責任、自然災害における安全確保
義務に関する研究。

▲

三木 千穂

■競争戦略特論
□企業の戦略・事業転換プロセスと競争
優位性の構築に関する研究。

▲

水野 未宙也

■経営組織特論
□専門職の人材マネジメントと
役割コンフリクトに関する研究。

▲

本間 利通

■行動ファイナンス特論
□証券市場における投資家行動に
関する実証研究。

▲

伊藤 正之

■経営学総論
□組織の長期的成長と停滞の研究。
組織の統治の研究。

▲

伊藤 博之

■経営倫理
□ヨーロッパ初期近代の哲学、数学の哲
学、アニメーションの哲学、スポーツの
哲学・倫理学、哲学プラクティスなど。

▲

稲岡 大志

■中小企業経営特論
□中小企業の存続と成長要因の研究。
アントレプレナーシップ研究。

▲

江島 由裕

■原価計算特論
□環境マネジメントを支援する原価計算。

▲

岡田 華奈

■企業分析特論
□企業統治や企業の社会的責任（ＣＳＲ）
を対象にした計量的実証研究。

▲

尾身 祐介

イーエムイーコンサルタンツ株式会社 
代表取締役
中小企業診断士
■中小企業診断特論、企業診断実習Ⅰ

▲

小野 知己

和歌山大学教授
■税法研究指導

▲

片山 直子

立命館大学法政基盤センター
客員研究員
■不動産証券化法務

▲

岸本 雄次郎

椙山女学園大学教授
■資産・事業承継税務、税法研究指導

▲

柴 由花

税理士、社会保険労務士
元立命館大学法学部教授
■税法研究指導

▲

浪花 健三

兵庫県立大学准教授
■税法研究指導

▲

濱田 洋

愛知大学法学部教授
愛知大学大学院法学研究科教授
■民事手続法

▲

吉垣 実

客員教授

■金融証券特論
□効率的な金融商品の設計やその望まし
い利用方法に関する理論的・実証的
研究。

▲

大森 孝造
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